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な
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た
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答
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に
あ
る 

考
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よ
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平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て 

 

あ
あ 

 

会
長 

 

藤 

麻 
 

心
一 

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
前
に
、
い
よ
い
よ
春
本
番
。
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
日
の
恒
例
の

春
季
剣
道
大
会
も
絶
好
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
の
新
年
度
へ
の
意
気
込
み
を
感

じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
先
輩
方
が
、
顔
を
出
し
て
く
れ
た
こ

と
も
、
大
会
に
花
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。
事
前
準
備
も
含
め
お
手
伝
い
頂
い
た
役
員
、
先
生
方
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

二
年
後
に
三
十
五
周
年
を
迎
え
る
我
々
剣
友
会
も
、
少
子
化
及
び
当
地
区
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
等

様
々
な
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
解

決
し
、
四
十
年
、
五
十
年
と
続
く
会
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
も

う
一
度
「
原
点
」
に
立
ち
返
り
、
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

個
人
的
に
は
、
当
会
の
「
原
点
」
は
、「『
剣
道
』
を
通
じ
て
、『
子
供
た
ち
の
成
長
』
の
一
助
と
な
る
こ

と
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
「
奇
跡
の
教
室
」
（
伊
藤
氏
貴
著 

小
学
館
）
と
い
う
伝
説
の
灘
高
国
語
教
師
で
あ
る
橋
本
武
氏

の
こ
と
を
描
い
た
本
を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。「
す
ぐ
に
役
立
つ
こ
と
は
、
す
ぐ
に
役
立
た
な
く
な
る
」

「
学
生
時
代
、
そ
し
て
実
社
会
で
の
『
壁
』
を
『
階
段
』
に
し
て
い
く
人
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
い

う
言
葉
は
、
正
に
剣
道
の
真
髄
に
通
じ
る
言
葉
の
よ
う
な
気
が
し
、
一
気
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。
剣
道
の

単
調
な
、
理
屈
に
合
わ
な
い
（
？
）
稽
古
を
通
じ
て
子
供
た
ち
が
、
目
先
の
勝
ち
負
け
だ
け
で
は
な
い
何

か
を
感
じ
、
将
来
の
壁
を
克
服
す
る
力
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
と
改
め
て

強
く
思
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
日
本
武
道
館
も
五
十
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
ま
た
、
五
月
に
は
同
所
で
、
世
界
剣
道
大
会

も
開
催
さ
れ
ま
す
。
我
々
の
会
も
益
々
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 
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御  

挨  

拶 
 

 

あ
あ 

 

指
導
部
長 

 

小
池 

俊
久 

 

今
期
も
指
導
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
ま
で
の
活
動
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま
え
て
剣
友

会
の
根
幹
に
あ
る
基
本
を
大
切
に
し
た
稽
古
に
励
み
ま
す
。「
剣
友
会
で
稽
古
し
て
き
て
良
か
っ
た
、
今

日
の
稽
古
は
き
つ
か
っ
た
け
ど
い
い
汗
を
か
い
た
な
、
ま
た
が
ん
ば
ろ
う
」
と
更
に
剣
道
が
好
き
に
な

り
何
年
か
先
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
な
伸
び
し
ろ
の
あ
る
子
供
達
を
育
て
て
い
き
ま
す
。
ま
た

地
域
の
少
年
剣
士
た
ち
と
の
交
流
も
会
長
の
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

毎
年
同
様
、
子
供
達
の
元
気
な
声
、
竹
刀
の
音
が
響
く
一
年
に
す
る
よ
う
指
導
部
の
仲
間
と
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。 

暑
い
日
も
、
寒
い
日
も
先
生
方
の
御
協
力
、
父
母
会
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ご
あ
い
さ
つ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

父
母
会
長      

黒
澤
弘
子 

 

本
年
度
、
父
母
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
し
た
黒
澤
で
す
。
頼
り
な
い
父
母
会

長
で
す
が
皆
様
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
子
供
達
と
共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

６
月
よ
り
体
育
館
耐
震
工
事
の
為
３
ヶ
月
間
体
育
館
使
用
不
可
と
な
り
毎
回
違
う
環
境
の
中
で

の
稽
古
と
な
り
ま
す
。
子
供
達
に
は
、
与
え
ら
れ
た
環
境
の
中
で
適
応
し
そ
の
中
で
よ
り
良
い
稽
古

が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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本
当
に
強
く
な
り
た
い
な
ら 

答
え
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自
分
の
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に
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考
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よ
。 

  

 

あ
あ 

 

試 

合 

結 

果 

低
学
年 

 

一
回
戦 

高
橋
メ
メ-0

 

         

佐
久
間0

-
メ
メ 

 
 

 
 

 

橋
本
メ-0

 

  

二
回
戦 

高
橋
メ
メ-0

 

         

佐
久
間0

-

メ
メ 

 
 

 
 

 

橋
本
コ-

コ 

引
き
分
け 

代
表
戦 

橋
本
メ-0

 

  

三
回
戦 

高
橋
メ
メ-0

 

 
 

 
 

 

佐
久
間0

-

メ
メ 

 
 

 
 

 

橋
本0

-0
 

引
き
分
け 

代
表
戦 

橋
本0

-

コ 

 

小
中
混
成 

一
回
戦 

高
橋0

-

コ
メ 

 
 

 
 

 

清
水0

-

コ 

 
 

 
 

 

日
高0

-

メ
コ 

 
 

 
 

 

青
柳0

-

コ 

 
 

 
 

 

梅
澤
▲-

メ
コ 

第
十
一
回 
西
東
京
市
剣
友
会 

剣
道
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

レ
ポ
ー
ト 

梅
澤
（
母
） 

 

 

平
成
二
十
七
年 

三
月 

二
十
二 
日
曜
日
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て 

第
十
一
回 

西
東
京
市
剣
友
会 

剣

道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た 

。 

低
学
年 

三
人
制 

の
部
と 

小
学
生
が
先
鋒
か
ら
中
堅
、 

中
学
生
が
副
将
、
大
将
の 

五
人
制
の
部
で 

そ
れ
ぞ
れ
参

加
チ
ー
ム 

二
十
団
体 

に
よ
る 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
試
合
に 

出
場
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
天
気
も
良
く
、 

会
場

に
も
早
く
到
着
し 

準
備
を
整
え
て 

参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

参
加
選
手
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

  

低
学
年 

先
鋒 

高
橋 

花
綸 

 
 

 
 

 

次
鋒 

佐
久
間 

春
翔 

 
 

 
 

 

大
将 

橋
本 

蔵
人 

  
 

小
中
混
成 

 
先
鋒 

高
橋 

遥
音 

 
 

 
 

 
 

次
鋒 
清
水 

龍
之
介 

 
 

 
 

 
 

中
堅 

日
高 

彩
乃 

 
 

 
 

 
 

副
将 

青
柳 
幸
作 

 
 

 
 

 
 

大
将 

梅
澤 

悠
吾 

 
 

 

第
１
試
合 

○ 

栗
橋
雄
武
館 

 

３ 
― 

１ 

第2

試
合 

×
 

四
誠
館 

 
 
 

０ 

― 
５ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

低
学
年
チ
ー
ム
は
一
回
戦
、
西
東
京
Ｂ
チ
ー
ム
に
二-

0

で
勝
利
。

二
、
三
回
戦
は
勝
ち
数
、
総
本
数
同
数
の
為
代
表
戦
と
な
り
最
初
に

引
き
分
け
た
橋
本
選
手
が
戦
い
、
二
回
戦
勝
利
、
三
回
戦
は
惜
し
く

も
敗
退
し
ま
し
た
が
ベ
ス
ト
８
の
好
成
績
で
し
た
。
手
に
汗
握
る
接

戦
で
し
た
。 

 

小
中
混
成
チ
ー
ム
は
、
今
年
度 

優
勝
し
た 

小
平
五
小
と
の
対
戦
で

0
-

五
で
一
戦
敗
退
で
し
た
が
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
意
識
し
戦
い

方
を
考
え
な
が
ら
試
合
に
挑
ん
で
い
ま
し
た
。
六
年
生
の
三
人
は
小

学
生
最
後
の
試
合
で
し
た
が
、
今
回
試
合
に
出
場
出
来
な
か
っ
た
人

の
分
も
頑
張
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

  

今
回
の
試
合
は
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
子
供
達
が
目
立
ち
ま

し
た
。
来
て
く
れ
た
皆
あ
り
が
と
う
！ 

試
合
に
対
す
る
熱
意
の
表

れ
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

新
し
い
学
年
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
す
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す(*
^^*

) 



 
 

第
四
十
二
回 
埼
玉
県
道
場
少
年
剣
道
大
会 

オ
ー
ダ
ー 

先
鋒 

青
柳
伸
治 

次
鋒 

清
水
沙
憂
稀 

中
堅 

梅
澤
萌
里 

副
将 

小
金
丸
あ
か
り 

大
将 

黒
澤
栞
太 

 

試
合
結
果 

第
一
試
合 

 
対 
戸
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
剣
道
教
室 

二
勝
二
敗
一
分 

第
二
試
合 

 

対 

桜
南
剣
友
会 

一
勝
四
敗 
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五
月
号 

④ 

本
当
に
強
く
な
り
た
い
な
ら 

答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る 

考
え
よ
。 

 

 みんなよく

頑張った！ 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

レ
ポ
ー
ト 

小
金
丸
（
母
） 

 

四
月
十
一
日
（
土
）
埼
玉
県
立
武
道
館
に
て
第
四
二
回
埼
玉

県
道
場
少
年
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

朝
か
ら
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
県
立
武
道
館
の
中
で
は
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

試
合
は
三
チ
ー
ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
で
す
。
第
一
試
合
は
先
鋒

が
幸
先
良
く
二
本
勝
ち
で
一
勝
し
た
の
で
こ
の
勢
い
で
次
も

と
思
い
ま
し
た
が
結
果
は
引
き
分
け
で
し
た
。
第
二
試
合
は
一

勝
四
敗
で
負
け
て
し
ま
い
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
二
試
合
目
の
相
手
は
毎
年
上
位
に
顔
を
出
し
て
い

る
強
豪
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
得
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
試
合
や
夏
の
武
道
館
へ
向
け
て
進

化
を
期
待
し
ま
す
。
青
柳
主
将
の
ひ
と
言
「
あ
～
、
あ
そ
こ
に

立
ち
た
か
っ
た
な
～
！
！
」
表
彰
式
を
行
っ
て
い
る
横
を
通
り

な
が
ら
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

館
林
赤
羽
交
流
剣
道
大
会
（
低
学
年
の
部
） 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

レ
ポ
ー
ト 

高
橋
（
母
） 

三
月
七
日
（
土
）
群
馬
県
館
林
市
で
行
わ
れ
た
大
会

の
低
学
年
の
部
の
結
果
報
告
で
す
。
高
学
年
の
部
は
四

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

初
め
て
の
公
式
戦
の
団
体
と
い
う
事
も
あ
り
、
三
人

と
も
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
一
試
合
目
は
残
念
な
結
果

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
二
試
合
目
は
三
人
と
も

元
気
よ
く
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
沢
山
試
合

を
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
場
に
慣
れ
、
練
習
を
し
て
き

た
事
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。 

オ
ー
ダ
ー 

先
鋒 

 

高
橋
花
綸 

中
堅 

 

佐
久
間
晴
翔 

大
将 

 

橋
本
蔵
人 

 

一
回
戦  

修
道
館 

先
鋒 

 

引
き
分
け 

中
堅 

  

負
け 

大
将 

  

引
き
分
け 

 

二
回
戦  

赤
羽
Ｉ
Ｃ 

先
鋒 

   

勝
ち 

中
堅 

   

勝
ち 

大
将 

   

勝
ち 

なにを話し

ているの？ 



あ 

  

前
期
キ
ャ
プ
テ
ン 

青
柳 

伸
治
で
す
。 

ぼ
く
は
、
み
ん
な
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
に
、

休
ま
ず
、
大
き
な
声
で
稽
古
に
励
み
、
み
ん
な
を

ま
と
め
ら
れ
る
キ
ャ
プ
テ
ン
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。 

 

前
期
副
キ
ャ
プ
テ
ン 

黒
澤
栞
太
で
す
。 

キ
ャ
プ
テ
ン
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
大
き
な
声

で
頑
張
り
ま
す
。 
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あ
あ 

 

新
キ
ャ
プ
テ
ン
・
副
キ
ャ
プ
テ
ン
で
す 

五
月
号 

⑤ 

本
当
に
強
く
な
り
た
い
な
ら 

答
え
は
自
分
の
中
に
あ
る 

考
え
よ
。 

 

 

春季部内大会の記
事は来月号に掲載
します！  
乞うご期待！ 

 

 

 
 
◆５月１０日(日) 
 飯能地区稽古会 
  飯能市市民体育館 １０：００～１２：００ 
 
◆西部地区稽古会はありません 

5 月の予定 

 

がんばるぞ！ 

 

オォォォ！ 

　 2015.4.25

２０１５（Ｈ２７）／５月度　稽古日程、当番表

場所：武蔵台小学校体育館

13：00　～　15：00

森

19：00　～　21：00 9：00　～　11：00

青柳 黒木

19：00　～　21：00 9：00　～　11：00

日高 梅澤

19：00　～　21：00 9：00　～　11：00

北村 橋本

19：00　～　21：00 9：00　～　11：00

黒澤 清水

※ 雑巾・お茶用フキンは、次回当番の方が洗濯して下さい（理由：持ち忘れ・紛失をなくすために）

２１日（木） ２４日（日）

２８日（木） ３１日（日）

※ 当番変更はなるべく当月当番の方と交代して下さい。また、交代時および交代相手不在時は副会長まで連絡願います

※ 備品（お茶パック等含む）不足時は副会長まで連絡願います

５月稽古日程

２日（土）

７日（木） １０日（日）

１４日（木） １７日（日）


